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Discovery of the female of Ochlodes asahinai SHIR6ZU 


TOMOO FUJIOKA and MASAKAZU UDAGAWA 


アサ ヒナ キマ ダラ セセリ (Ochlodes asahinai SHIR6zZU) は , 朝比奈 正 二郎 博士 が 石垣 島 米原 で 1962 年 6 月 2 日 
に 最初 の 1 る を 採集 され , その 標本 に 基づい て 白水 隆博 士 が 新種 と し て 記載 され た も の で ある . Ochlodes 属 は 元 
来 旧 北 区 糸 の も の と 考え られ て いて , と の よう な 種 が 石垣 島 で 発見 され た と と は , 中 乳 類 と 昆虫 の 進化 の 速度 の 差 
を 考え れ ば , 西表 島 の イリ オモ テ ャ ヤマ ネコ や 沖縄 島 の トゲ ネズ ミ な ど に 底 敵 する 動物 学 上 貴重 な も の で , さら に 多 
数 の 資料 が 得 ら れ て 生活 史 も 解明 され る と と が 待た れ て いた . し か る に その 後 は , 石田 昇 三 氏 じ よっ て わずか に 
1 る の 採集 記録 が 追加 され た だ け で , 現在 まで 28$3 が 知ら れ て いる に すぎ な か っ た . 筆者 の 一 人 宇田 川 は , 1968 
年 5 月 下旬 より 石垣 島 で 採集 を 行なっ た が , 5 月 26 日 最初 の アサ ヒナ キマ ダラ セセリ ゃ を 採集 し , 5 月 29 日 に は 
5 そそ 5 月 81 日 に は 1$1 ゃ , 計 1⑧7% ゃ を 採集 する と と が で きた . 

\ が 採集 され た の は と れ が 最初 と 考え られ る の で , 以下 に 8 の 記載 を 行なう . 

Ochlodes の 種 と し て は 極め て 大 型 で , 前 次 長 は 21.5~22.5 mm. 一 見 し て 他 の Oc4/oges の 種 と は 非常 異な っ 
て 見 える が , 注意 し て 見 る と , 斑紋 の 構成 は , 同じ Ochlodes に 属す る コキ マダ ラ セ セ リ や 人 台湾 の ウス バキ マダ ラ セ 
セリ と ほ ば 同様 で ある . 斑紋 の 大 き さ の プロ ポー ショ ン は コキ マダ ラ セ セ リ と は ほぼ 等 し く , ウス パ バキ マダ ラ セ セ リ 
の よう に 小 さ な 琉 紋 で は な い . 表面 の 地 色 は ウス バキ マダ ラ セ セ リ の よう な 黒色 で , 前 後 次 共 基 半 部 は 濃 椿 色 の 鱗 
毛 が 密 生 し て いる . 斑紋 の 色彩 は 浪 棒 色 で , コキ マダ ラ セ セ リ の 淡い 黄色 と は 非常 に 人 っ た 印象 を 受け る . 表面 前 
将 中 央 部 第 1, 2, 3 室 の 斑紋 は ほ ば 直線 を な し , さら に 第 6, 7, 8 室 に も 小 斑 が 直線 状 に 並ぶ . 中 室 端 に は 小 斑 が 
2 個 並 び , 内 側が 互い て 接し て いる . と これ ら の 次 紋 構成 は コキ マダ ラ セ セ リ と 完全 に 等 し い が , 後者 に ある 第 4 
5 室 の 斑紋 は , 本 種 に は 存在 し な い . 後 次 表 面 の 斑紋 構成 も コキ マダ ラ セ セ リ と 完全 に 等 し く , 第 2, 3, 4, 5, 6 室 
に 浪 棒 色 斑 が 外縁 に 平行 に 並び , 中 室 中 央 に も 薄く 斑紋 が 現われ る 個体 も ああ る . 前 効 第 2, 3 室 お よび 後 次 の 斑紋 
は 北 脈 に 沿っ て 外側 に の び , 各 室 斑紋 外側 部 の 形 は 矢尻 形 と な っ て いる . コキ マダ ラ セ セ リ で は 後半 の 斑紋 は 長 方 
形 で , 矢尻 形 と な る と と は な い . 裏面 地 色 は や や 赤 味 を 帯び た 濃 棒 色 . 前 次 第 1, 2 室 の 基 半 部 が 黒色 と な り , と 
の 点 に 関し て は ウス バキ マダ ラ セ セ リ を 人 似 て , 第 1 室 の 基 半 部 の み 黒色 と な る コキ マダ ラ セ セ リ と は や や 異な る . 
前 後 直 と も 斑紋 の 構成 は 表面 と 同様 で ある が , 色彩 は 表面 ほど 濃 色 で な く , 前 甚 中 室 の 2 斑 は 魚 明 で な い . 

な お 本 種 に は allotype に 指定 され た 標本 は な い が , 最近 の 命名 規約 の 慣行 に 従っ て , と と で は その 指定 は 行 な 
わな い 、 

本 種 は , 石垣 島 オ モト 岳 中 腹 か ら 山 頂 に か け て コザ タケ ササ (Pleioblastus kozadakensis NAKAI) の 自生 す 
る 地帯 に 分 布 し て いる よう で , 筆者 の 一 人 宇田 川 は , 1968 年 5 月 29 日 , コザ タケ ササ に きゃ が 産婦 す る の を 目撃 し 
て 2 卵 を 採集 し , さら に 5 月 31 日 に は 11 卵 を 採集 し た . と の 卵 は 直ちに ふ化 し , その 多く は 琉球 大 学 の 高良 鉄夫 
博士 に 飼育 を 託し た が , 2 匹 を 日 本 に 持ち 帰っ て 大 野 義明 氏 の も と で 飼育 し た 結果 , ササ を 食し て ゆっ くり と 成長 
し , 秋 ま で 生存 し た が 越冬 で きず に 死亡 し た . また 大 床 豊 治 兵 は 1968 年 10 月 15 日 , オモ } 岳 で 本 種 の 中 令 幼虫 
を 多数 採集 さき れ た . と れ ら の 結果 か ら 考 えて も 本 種 の 発生 期 は 年 1 回 , 5 月 中 旬 か ら 6 月 上 旬 ま で で , 近年 まで 本 
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アサ ヒナ キマ グラ セセリ Ochlodes asahinai SHIROZU 
AA4。 人 89。B1。B2、 C1, CO は TS 表 A3, 44。 3。B4。 で 3。 
C 4 は それ ぞ れ の 誠 面 を 示す . A 5 は 3 表面 , B 5 は 同 裏面 














種 が 発見 され な か っ た の は , と の 時 期 に 石垣 島 で 採集 を 行なっ た 人 が 少な か っ た た めで あろ う . 

来 筆 な が ら 本 稿 を 草 す る に 際 し 御 指 導い た だ いた 九州 大 学 教養 部 白水 隆 教授 , 種々 御 世話 に な っ た 築山 洋 氏 , 現 
地 で の 採集 に 関し 種々 御 世話 に な っ た 琉球 大 学 高良 鉄夫 教授 , 東 清二 氏 , 詳し い 情 報 を 御 提供 いた だ いた 石田 肛 三 
氏 に 深謝 の 意 を 表し た い . 
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Summary 


Ochlodes asahinai was described by Prof. T. SgIR6zu based on a male captured in Ishigaki Island 
on June 4, 1964 by Dr. S. ASAHINA, and later only one male was obtained on May 30, 1963 by Mr. 
S. 1SHIDA. M. UDAGAWA, one of the authors, obtained 1 お 79¢ of this species on May 26-31, 1968 
at Mt. Omoto-dake in Ishigaki Island. The female of this species has not been known till now, so 
we describe it blow. 


Ochlodes asahinai SHIROZU 


ゃ : Large for Ochlodes, the length of the fore wing 21.5-22.5 mm. Upperside : the ground colour 
black as O. subhyalina, with dark orange hairs on the basal areas of both wings. The wing pattern 
similar to の . yenata, but all patches of this species dark brown. On the forewing, the patches in 
spaces 1, 2 and 3 in line, the small patches in spaces 6, 7 and 8 also in line, and the two small 
patches in the outer extremity of discoidal-cell, as in O. venata. But no patchs in spaces 4 and 5. On 
the hind wing, the patches in spaces 2, 3,4,5 and 6 in a rounded line, which is similarly curved to 
margin, as in O.yezg7g. All patches on the hind wing extending outwardly along the veins, to make 
arrow-Shape patches, though they square in の . yenata. Underside: the ground colour reddish ochreous 
brown. The basal areas of spaces 1a, 1b and 2 black, as in O. subhyalina. The constitution of the 
patches similar to the upperside, but the two small patches in the outer extremnity of discoidal-cel1 not 
clear. All patches paler than in upperside. 


M. UpAcAwA4 also obtained 13 eggs of this species 1aid on leaves of Pleioblastus kozadakensis NAKAI。 
人 After they hatched, two of them were carried to Tokyo and others were given to Prof. T. TAKARA 
of Ryakyt University、 The two larvae lived on leaves of bamboo grass, but thy died in November 
because of low temperature in Tokyo. Mr. T. Opoko also obtained many larvae on leaves of P. 
kozadakensis at Mt. Omotodake in Tshigaki lsland on Oct. 15, 1968. We are certain that the adult of 
this species emerges once a year, from the middle of May to the beginnings of June. 








福岡 県 久留 米 市 御井 町 1336 


ムラ サキ ツバ メ Narathura bazalus turbata の 自然 状態 で の 食 草 こと し て は マテ バシ イ Pasania edulis と シリ 
ブ カ ガ シ Pasania glabra が 知ら れ て いる が , その 代用 食 と し て アラ カシ Quxercus glauca を 与え て も る 全 幼 虫 期 
の 飼育 が 可能 な と と が 判明 し た の で 報告 し ます . 

1969 年 4 月 6 日, 屋久 鳥 安房 に て シリ ブ カ ガ シ と 思わ れる 植物 ( 専 問 家 の 同定 を 経て いな い の で 確 言 は で き な 
いう 産卵 中 の 越 年 母 蝶 を 数 頭 発見 し た の で , 新芽 に 産み つけ られ た も の の うち 約 50 卵 を 持ち 帰っ て 飼育 し た . 4 
月 8 日 て 10 日 に 身 化 し た 1 令 幼 虫 を 直ちに アラ カシ の 新芽 に つけ て や る と まもなく 摂 食し 始め た . 飼育 経過 の 1 例 
を 示す と , 4 月 8 日 に 句 化 し た 幼虫 は 5 月 2 日 に 幅 化 , 5 月 15 日 に は 羽化 し て いる . と の 場合 の 幼虫 期 は 25 日 , 映 
期 13 日 間 で あっ た . 羽化 は 5 月 15 日 か ら 5 月 20 日 に か け て 行なわ れ , 計 14 頭 (8 8$, 6??) が 成虫 に まで 達し た . 
な お , と れ ら の 成虫 の 前 玩 長 は 19~22 mm で あっ て , 大 き さ に お いて は 自然 の も の と は ほとんど 差 が 見 られ な い . 
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